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2022.6.30－半期値洗い実施→修正･反省

2022年相場後半、新たな気持ちでスタート
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【予定ｶﾘｷｭﾗﾑ】
1.資金管理・目標設定・市場サイクル（景気循環）
2.大勢下限月足・対数チャートの見方
3.時間軸（日足・週足・月足）別チャートの見方
4.需給の見方－「需給に勝る材料はなし」
5.大通り銘柄－01銘柄を把握
6.実践-利益確定方法「つなぎ売り」など

■月足・対数チャートの重要性（買い水準の精度を高める）



【2022年の収益目標】 現在は、既に「逆・青春期相場」に位置している可能性にあることに注意
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■2022年相場との対峙で意識していること （＊2021年末.記）

「局所（時間軸設定）を捉えて利益を積み上げる」こと

「修正・損切りの実行力」

「利喰い千人力」（欲を抑える力）

「短期の突っ込み」での行動力、またそれを実行できる為の資金管理力

「醒めた目で相場を眺める」 （振らされる側でなく、見極める側に）
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■5月アノマリー・傾向
・5月中旬に3月期通期決算 出揃う

・「Sell in May and go away.

But remember come back in September.」

■ 5/11(水) 米国4月CPI➡結果：8.3％

＊【 Sell in May and go away.

But remember come back in September. 】

米国市場は例年6月～9月にかけてやや頭が重くなる傾向が
あることから、「株価の高い5月中に売り抜けてどこかへ出か
けろ」という意味。5月が下落するということではない。

「But remember come back in September（9月に再び市場
に戻ってくることを忘れるな）」という続きが重要で、
株価が年末高傾向の起点となる9月頃の安値時に再び市場に

戻ってくることを忘れないように、としている。

■ 5/4(水) FOMC

➡結果：0.5％利上げ・ QTは6月から実施

■ 5/9(月)14時 ﾛｼｱ･対独戦勝記念日

➡「戦争宣言」なし
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－事前の警戒イベント―

■2022年5月－日経平均 月間＋431円(1.6％)上昇

－実際の動き―

・13日ｵﾌﾟｼｮﾝSQ通過・決算発表一巡、以降の日経平均は27000円水
準突破を窺うジリ高傾向で、米国市場のNYダウの8週連続安（1930
年代以来）からの反発を受けて27000円台回復。

・個別では、23日の日米首脳会談を控え、防衛費増額期待で防衛関
連の三菱重工・ＩＨＩ・川崎重工などが騰勢加速。
日本政府の外国人観光客の受け入れ再開方針（6月10日）を受け、

インバウンド銘柄が堅調。
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「政策に売りなし」「国策に売りなし」 －5月23日日米首脳会談・24日クアッド首脳会合に向けて騰勢を強めた防衛関連 銘柄群―
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■6月アノマリー・傾向

・「月末」の勝率高い－株価上昇(1976年以降で勝率70％)

・「七夕天井」(7月初旬に天井)が7月近くから意識される

■ 6/10(水) 米国5月CPI⇒前回4月：8.3％

＊「6月月末高」の需給要因

国家公務員のボーナス支給

：毎年6月30日・12月10日（法律で定められている）

＊「七夕天井」の需給要因
・民間企業のボーナス支給は、6月中旬～7月上旬。

・7月は国内ETFの決算シーズン
分配金支払い基準日（株式配当でいう権利付き最終日）が
7月前半にある。

■ 6/15(水) FOMC

⇒前回：0.5％利上げ・ QTは6月から実施
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－事前の警戒事項―
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■ 「国策銘柄」9501東京電力HD－「需給に勝る材料なし」

＊好需給銘柄に

＊需給悪化銘柄

＊需給悪化傾向


